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1 �

は
じ
め
に

　
わ
が
国
で
は
、
令
和
二
年
二
月
以
降
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
が
拡
大
し
、
自

治
体
は
、
国
と
と
も
に
様
々
な
対
策
を
と
っ
て

き
た
。

　
そ
の
な
か
で
自
治
体
の
対
策
・
対
応
の
適
否

が
裁
判
で
争
わ
れ
て
き
て
お
り
、
争
わ
れ
る
局

面
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
が
完

全
に
な
く
な
る
に
は
今
後
、
期
間
を
要
す
る
も

の
と
思
わ
れ
、
自
治
体
の
対
応
が
必
要
な
状
況

は
続
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
裁
判
所
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
て
自
治
体
の
と
っ

て
き
た
対
応
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
判
断
を

示
し
て
き
た
か
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

2 �

店
名
公
表
措
置 

（
一
審
徳
島
地
裁
令
和
五
年
一
月
二
五
日

判
決
、
控
訴
審
高
松
高
裁
令
和
五
年
七
月

一
三
日
判
決
、
上
告
審
最
高
裁
令
和
六
年

六
月
二
六
日
決
定
）

　
本
件
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
立
寄
っ

た
飲
食
店
の
店
名
を
、
県
知
事
が
飲
食
店
経
営

者
の
同
意
な
く
、
公
表
し
た
措
置
の
適
法
性
が

争
わ
れ
た
事
案
で
あ
る
。

　
感
染
症
法
一
六
条
一
項
は
、
厚
生
労
働
大
臣
及

び
都
道
府
県
知
事
は
、
収
集
し
た
感
染
症
に
関
す

る
情
報
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
、
感
染
症
の
発
生

の
状
況
、
動
向
及
び
原
因
に
関
す
る
情
報
並
び
に

当
該
感
染
症
の
予
防
及
び
治
療
に
必
要
な
情
報

を
新
聞
、
放
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
他
適
切

な
方
法
に
よ
り
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

定
め
て
い
る
。
本
件
は
、
県
知
事
が
右
規
定
に
基

づ
い
て
飲
食
店
の
店
名
を
公
表
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
当
該
飲
食
店
経
営
者
の
同
意
が
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
公
表
措
置
の
適
法
性
が
争
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

　
一
審
徳
島
地
裁
令
和
五
年
一
月
二
五
日
判
決

（
判
例
自
治
五
一
〇
号
一
五
八
頁
）
は
、
感
染
症

法
一
六
条
一
項
、
厚
生
労
働
省
健
康
局
結
核
感

染
症
課
・
令
和
二
年
二
月
二
七
日
事
務
連
絡
「
一

類
感
染
症
が
国
内
で
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る

情
報
の
公
表
に
係
る
基
本
方
針
」、
厚
生
労
働
省

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
推
進
本
部
・

令
和
二
年
七
月
二
八
日
事
務
連
絡
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
発
生
し
た
場
合
の
状
況
の
公
表
に

つ
い
て（
補
足
）」に
基
づ
い
て
、
県
知
事
が
飲
食

店
経
営
者
の
同
意
な
し
に
店
名
を
公
表
し
た
措

置
の
違
法
性
を
否
定
し
、
控
訴
審
高
松
高
裁
令

法令相談室から

法令相談室から

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

め
ぐ
る
裁
判
例

全
国
市
長
会
顧
問
弁
護
士
　
　

石い

し

づ津
廣ひ

ろ

し司
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和
五
年
七
月
一
三
日
判
決
（
判
例
自
治
五
一
〇
号

一
四
七
頁
）
も
飲
食
店
経
営
者
か
ら
の
控
訴
を
棄

却
し
、
上
告
審
最
高
裁
令
和
六
年
六
月
二
六
日

決
定
（
判
例
自
治
五
一
二
号
一
九
一
頁
・
訴
訟
情

報
）は
飲
食
店
経
営
者
か
ら
の
上
告
を
退
け
た
。

　
本
件
で
裁
判
所
は
、
店
名
公
表
措
置
に
つ
い
て

は
同
意
を
要
す
る
と
の
主
張
を
認
め
な
か
っ
た

も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
店
名
公
表
に
つ
い
て

は
、
公
表
目
的
の
正
当
性
、
公
表
の
必
要
性
及
び

公
表
方
法
の
相
当
性
に
照
ら
し
て
相
当
で
あ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
し
、
無
条
件
に
店
名

公
表
の
違
法
性
を
否
定
し
た
も
の
で
は
な
い
こ

と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

3 �

マ
ス
ク
着
用 

（
一
審
釧
路
地
裁
令
和
四
年
三
月
二
九
日

判
決
、
控
訴
審
札
幌
高
裁
令
和
五
年
三
月

一
四
日
判
決
、
上
告
審
令
和
六
年
一
月

二
四
日
決
定
）

　
本
件
は
、
町
議
会
の
議
会
運
営
委
員
会
に
お

い
て
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
含
む
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
対
策
の
方
針
が
確
認
さ
れ
、
そ

の
後
の
全
員
協
議
会
に
お
い
て
同
方
針
に
つ
い

て
申
し
合
せ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
一
名
の
町
議

が
マ
ス
ク
を
着
用
せ
ず
に
議
場
で
発
言
し
、
議

長
が
同
町
議
に
対
し
退
去
を
求
め
、
発
言
を
禁

止
し
た
た
め
、
議
長
の
右
措
置
の
適
法
性
が
争

わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
審
釧
路
地
裁
令
和
四
年
三
月
二
九
日
判
決

（
判
例
自
治
四
九
四
号
一
七
頁
）
は
、
町
議
会
の

議
会
運
営
委
員
会
及
び
全
員
協
議
会
は
法
的
に

は「
処
分
」を
行
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
議

長
の
退
去
命
令
、
発
言
禁
止
命
令
も
法
的
に
は

「
処
分
」
に
該
当
せ
ず
、
何
れ
も
処
分
取
消
の
訴

え
の
対
象
と
な
る
も
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
退

去
命
令
、
発
言
禁
止
命
令
の
違
法
を
理
由
と
す

る
国
家
賠
償
法
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
に
つ

い
て
は
、
退
去
命
令
、
発
言
禁
止
命
令
は
議
会

の
内
部
規
律
の
問
題
に
と
ど
ま
り
、
国
家
賠
償

法
上
違
法
と
な
る
余
地
は
な
い
と
判
断
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
控
訴
審
札
幌
高
裁
令
和
五
年

三
月
一
四
日
判
決
（
判
例
自
治
四
九
八
号
九
六

頁
・
訴
訟
情
報
）
は
、
処
分
取
消
の
訴
え
に
つ
い

て
は
一
審
と
同
様
、
処
分
取
消
の
訴
え
の
対
象

と
な
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
一
審
の
訴
え
却

下
の
判
断
を
是
認
し
た
が
、
国
家
賠
償
法
に
基

づ
く
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
は
、
発
言
禁
止

命
令
等
は
当
該
議
員
が
議
場
の
秩
序
を
乱
し
た

こ
と
が
理
由
で
あ
っ
て
、
議
長
の
対
応
が
合
理

性
や
必
要
性
を
欠
い
た
と
は
い
え
な
い
と
し
て

一
審
と
は
異
な
る
理
由
で
訴
え
を
退
け
、
上
告

審
最
高
裁
令
和
六
年
一
月
二
四
日
決
定
（
判
例
自

治
五
〇
九
号
一
七
三
頁
・
訴
訟
情
報
）
は
当
該
議

員
か
ら
の
上
告
を
退
け
て
い
る
。

　
本
件
で
裁
判
所
は
議
員
か
ら
の
訴
え
を
す
べ

て
退
け
て
い
る
が
、
国
家
賠
償
法
に
基
づ
く
損

害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
は
一
審
と
控
訴
審
と
で

そ
の
理
由
づ
け
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意

す
べ
き
で
あ
る
。

　
な
お
、
山
形
地
裁
令
和
六
年
一
月
二
三
日
判

決（
判
例
自
治
五
〇
九
号
一
七
三
頁
・
訴
訟
情
報
）

は
、
県
立
養
護
学
校
の
教
諭
が
マ
ス
ク
着
用
を

拒
否
し
、
校
長
が
当
該
教
諭
に
対
し
ク
ラ
ス
担

任
か
ら
外
し
、
教
育
活
動
補
助
業
務
に
従
事
す

る
こ
と
を
命
じ
た
こ
と
の
違
法
性
（
国
家
賠
償
法

上
の
違
法
）
が
争
わ
れ
た
事
案
で
あ
る
が
、
裁
判

所
は
感
染
防
止
策
の
た
め
に
必
要
な
措
置
で
あ
っ

た
と
し
、
当
該
教
諭
の
訴
え
を
退
け
て
い
る
。

4 �

在
宅
勤
務 

（
控
訴
審
大
阪
高
裁
令
和
四
年
一
月
二
四

日
判
決
）

　
本
件
は
、
令
和
二
年
三
月
中
旬
に
当
時
渡
航
制

限
の
対
象
で
は
な
か
っ
た
ス
イ
ス
に
滞
在
し
た

教
員
が
、
帰
国
後
、
感
染
拡
大
を
受
け
て
欧
州
な

ど
か
ら
の
入
国
者
へ
の
二
週
間
の
自
宅
待
機
や

交
通
機
関
使
用
の
自
粛
要
請
が
政
府
か
ら
出
さ

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
校
長
に
相
談
し
、
校
長
の

了
承
を
得
て
、
研
修
名
目
で
在
宅
勤
務
す
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
教
育
委

員
会
か
ら
一
〇
年
前
の
内
部
通
達
を
根
拠
に
、
自

法令相談室から
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宅
で
の
研
修
は
認
め
な
い
と
校
長
に
連
絡
が
あ

り
、
校
長
は
こ
れ
を
受
け
て
出
勤
を
命
じ
た
が
、

当
該
教
諭
は
命
令
を
拒
否
し
て
在
宅
勤
務
を
続

け
、
欠
勤
扱
い
と
さ
れ
、
給
与
を
減
額
さ
れ
、
そ

の
適
否
が
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
審
大
阪
地
裁
判
決
は
、
校
長
は
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
等
の
社
会
情
勢
を
考
慮
せ
ず
、
形
式
的

に
教
育
委
員
会
の
見
解
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ

る
と
し
、
右
在
宅
勤
務
を
認
め
な
か
っ
た
こ
と
は

著
し
く
妥
当
を
欠
く
と
し
、
慰
謝
料
を
含
む
損
害

賠
償
を
命
じ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
控
訴
審
大
阪
高
裁
令
和
四
年
一

月
二
四
日
判
決
（
判
例
自
治
五
〇
九
号
一
七
六

頁
・
訴
訟
情
報
）
は
一
審
判
と
は
異
な
り
、
在
宅

勤
務
中
の
教
諭
に
校
長
が
出
勤
を
指
示
す
る
ま

で
の
三
日
分
の
給
与
に
つ
い
て
の
み
市
に
支
払

義
務
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。

　
一
審
と
控
訴
審
で
判
断
が
わ
か
れ
て
い
る
が
、

本
件
で
は
明
示
的
に
出
勤
を
命
じ
て
お
り
、
そ
の

命
令
に
重
大
・
明
白
な
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
ま
で
は

い
え
ず
、
出
勤
命
令
以
降
の
給
与
減
額
に
違
法
が

な
い
と
し
た
控
訴
審
の
判
断
は
正
当
で
あ
ろ
う
。

5 �

営
業
停
止 

（
東
京
地
裁
令
和
四
年
五
月
一
六
日
判
決
）

　
本
件
は
、
都
知
事
が
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
緊
急
事
態
宣
言
期
間
中
に
行
っ
た
営
業
時
間

短
縮
の
協
力
要
請
に
応
じ
な
か
っ
た
飲
食
事
業

者
に
対
す
る
営
業
停
止
命
令
の
適
法
性
が
争
わ

れ
た
事
案
で
あ
る
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法

（
以
下
「
特
措
法
」
と
い
う
。）
は
、
四
五
条
に
よ

り
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
緊
急
事
態
に
お
け

る
住
民
に
対
す
る
協
力
要
請
（
一
項
）、
施
設
管

理
者
に
対
す
る
措
置
要
請
（
二
項
）、
施
設
管
理

者
に
対
す
る
措
置
命
令
（
三
項
）
を
規
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
、
令
和
二
年
二
月
以
降
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
急
拡
大
し
、
同
年
三
月

一
三
日
、
特
措
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
暫
定
的
に
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
と
み
な
さ
れ
、
同
感
染
症
に

特
措
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
後
、

令
和
三
年
二
月
一
三
日
、
特
措
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
感

染
症
法
六
条
七
項
の
感
染
症
の
疾
患
に
加
え
ら

れ
、
ま
た
四
五
条
三
項
に
基
づ
き
、
都
知
事
は
、

飲
食
店
等
の
施
設
管
理
者
に
対
し
、
施
設
使
用

制
限
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
件
は
、
右
の

令
和
三
年
二
月
一
三
日
の
特
措
法
の
一
部
改
正

後
の
都
知
事
の
措
置
（
施
設
を
午
後
八
時
か
ら
翌

日
午
前
五
時
ま
で
の
間
の
営
業
の
た
め
に
使
用

す
る
こ
と
を
停
止
す
る
）
が
争
わ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
当
該
飲
食
事
業
者
は
都
知
事
の
措
置
が
違

法
で
あ
る
と
し
て
国
家
賠
償
法
に
基
づ
き
都
に

対
し
損
害
賠
償
請
求
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
裁
判
所
は
、
特
措
法
四
五
条
三
項
は
、
施
設

管
理
者
に
対
す
る
措
置
命
令
を
、
飲
食
店
等
の

施
設
管
理
者
が
四
五
条
二
項
の
要
請
に
応
じ
な

い
こ
と
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
ま
ん
延
を
防
止
し
、
国
民
の
生
命
及
び
健

康
を
保
護
し
、
並
び
に
国
民
生
活
及
び
国
民
経

済
の
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
「
特
に
必
要
が
あ
る

と
き
」
に
限
定
し
て
お
り
、
施
設
管
理
者
が
四
五

条
二
項
の
要
請
に
応
じ
な
い
こ
と
に
加
え
、
当

該
施
設
管
理
者
に
不
利
益
処
分
を
課
し
て
も
や

む
を
得
な
い
と
い
え
る
程
度
の
個
別
の
事
情
が

あ
る
こ
と
を
要
す
る
と
し
、
本
件
で
は
、
措
置

命
令
が
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
と
の
関
係
で
四

日
間
し
か
効
力
を
生
じ
な
い
こ
と
が
確
定
し
て

い
た
こ
と
等
か
ら
、
右
の
「
特
に
必
要
が
あ
る
と

き
」
に
は
該
当
し
な
い
と
判
断
し
た
。
そ
の
上
で

裁
判
所
は
、
①
本
件
措
置
命
令
に
違
法
な
目
的

が
あ
っ
た
と
は
い
え
ず
、
飲
食
店
に
対
す
る
営

業
時
間
短
縮
の
要
請
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
の

起
点
と
み
ら
れ
た
飲
食
を
中
心
と
し
た
人
の
流

れ
を
抑
制
す
る
対
策
と
し
て
必
要
か
つ
有
用
な

も
の
で
あ
っ
た
、
②
本
件
措
置
命
令
は
、
令
和

三
年
二
月
の
特
措
法
の
一
部
改
正
に
よ
る
四
五

条
三
項
命
令
の
規
定
後
、
最
初
の
発
出
事
例
で

あ
り
、
要
件
該
当
性
判
断
の
当
否
等
の
検
討
の

法令相談室から



市政 MARCH 202557

た
め
に
参
照
す
べ
き
先
例
が
な
か
っ
た
、
③
本

件
措
置
命
令
は
、
対
策
審
議
会
に
お
け
る
学
識

経
験
者
か
ら
の
意
見
聴
取
等
を
踏
ま
え
て
お
り
、

手
続
保
障
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
本
件

措
置
命
令
の
発
出
の
必
要
性
を
対
策
審
議
会
は

認
め
て
い
た
と
し
て
、
過
失
を
否
定
し
、
国
家

賠
償
法
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
を
斥
け
た
。
右

の
東
京
地
方
裁
判
所
の
判
断
に
対
し
て
は
、
原

告
か
ら
控
訴
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
控
訴

が
取
下
げ
ら
れ
、
確
定
し
て
い
る
。

6 �

特
別
定
額
給
付
金 

（
大
阪
地
裁
令
和
三
年
四
月
二
七
日
判
決
）

　
本
件
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
緊

急
経
済
対
策
と
し
て
実
施
さ
れ
た
特
別
定
額
給

付
金
事
業
に
お
い
て
、
給
付
対
象
者
を
、
基
準
日

に
お
い
て
住
民
登
録
が
さ
れ
て
い
る
者
等
に
限

定
し
た
こ
と
の
適
否
が
争
わ
れ
た
事
案
で
あ
る
。

　
裁
判
所
（
大
阪
地
裁
令
和
三
年
四
月
二
七
日
判

決
・
判
例
自
治
四
九
七
号
五
一
頁
）
は
、
特
別
定

額
給
付
金
給
付
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
仕
組

み
と
し
て
、
給
付
基
準
は
事
務
負
担
の
軽
減
を
図

り
、
迅
速
に
給
付
を
実
現
し
つ
つ
、
二
重
給
付
を

防
止
す
る
要
請
を
満
た
す
も
の
と
し
て
合
理
的

な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
非
住
民
登
録
者
は
、

ホ
ー
ム
レ
ス
等
に
対
す
る
支
援
制
度
を
利
用
す

る
な
ど
し
て
、
申
請
期
限
ま
で
に
住
居
を
確
保

し
、
特
別
定
額
給
付
金
を
受
給
で
き
る
一
定
程
度

の
可
能
性
は
あ
っ
た
と
し
て
憲
法
一
四
条
一
項

が
禁
止
す
る
差
別
的
取
扱
い
に
は
当
た
ら
な
い

と
判
断
し
た
。

7 �

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患

者
受
入
れ
病
床
協
力
金 

（
大
阪
地
裁
令
和
四
年
一
〇
月
二
八
日
判
決
）

　
本
件
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者

受
入
れ
病
床
協
力
金
に
関
す
る
事
案
で
あ
る
。
市

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の
受

入
病
床
の
確
保
を
図
る
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
患
者
受
入
病
床
を
新
設
、
増
設
又
は

拡
充
し
た
医
療
機
関
に
対
し
て
、
交
付
対
象
期
間

ご
と
に
要
綱
を
定
め
て
協
力
金
を
交
付
し
て
い

た
が
、
協
力
金
の
交
付
を
め
ぐ
っ
て
、
紛
争
が
生

じ
た
も
の
で
あ
る
。
本
件
で
は
、
当
該
医
療
機
関

が
更
生
手
続
を
受
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
主
要
な

争
点
は
、
民
事
再
生
法
上
、
相
殺
が
許
さ
れ
る
か

の
点
で
あ
っ
た
が
、
市
の
協
力
金
支
払
債
務
の
発

生
時
期
等
も
争
い
と
な
っ
た
。

　
裁
判
所
（
大
阪
地
裁
令
和
四
年
一
〇
月
二
八
日

判
決
・
判
例
自
治
五
〇
〇
号
七
三
頁
）
は
、
本
件

要
綱
に
基
づ
く
協
力
金
は
市
と
医
療
機
関
と
の

贈
与
契
約
で
あ
る
と
こ
ろ
、
当
該
契
約
は
受
入
病

床
運
用
の
完
遂
を
停
止
条
件
と
す
る
贈
与
契
約

で
あ
り
、
ま
た
、
交
付
要
綱
に
基
づ
く
協
力
金
の

支
払
債
務
は
、
市
長
に
よ
る
協
力
金
の
額
の
確
定

を
ま
た
ず
に
、
交
付
対
象
期
間
中
の
受
入
病
床
運

用
の
完
遂
に
よ
っ
て
発
生
し
て
い
る
と
判
断
し

て
い
る
。

8 �

情
報
公
開 

（
名
古
屋
地
裁
令
和
五
年
六
月
一
五
日
判
決
）

　
本
件
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の

副
反
応
の
疑
い
に
関
す
る
情
報
公
開
の
事
案
で

あ
る
。
市
民
が
公
開
を
求
め
た
の
は
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
後
に
副
反
応
が
疑
わ
れ
る
事
例
に
つ
い

て
医
師
が
国
に
報
告
し
、
国
が
地
方
自
治
体
に

提
供
し
た
文
書
で
あ
る
。
市
が
住
民
の
情
報
公

開
請
求
に
対
し
、
個
人
情
報
で
あ
る
な
ど
と
し

て
非
公
開
と
し
た
た
め
、
非
公
開
決
定
の
適
法

性
が
争
わ
れ
た
。

　
裁
判
所
（
名
古
屋
地
裁
令
和
五
年
六
月
一
五
日

判
決
・
判
例
自
治
五
〇
一
号
九
四
頁
・
訴
訟
情
報
）

は
、
非
公
開
と
さ
れ
た
項
目
の
う
ち
患
者
の
接

種
時
年
齢
、
接
種
日
、
症
状
の
発
症
日
に
つ
い

て
は
接
種
件
数
の
多
さ
な
ど
か
ら
、
個
人
が
特

定
さ
れ
る
可
能
性
は
抽
象
的
な
も
の
に
と
ど
ま

る
と
し
て
、
特
定
の
個
人
が
識
別
さ
れ
る
情
報

で
は
な
い
と
判
断
し
て
非
公
開
決
定
を
取
消
し
、

あ
わ
せ
て
、
非
公
開
と
し
た
市
の
決
定
は
知
る

権
利
を
侵
害
し
、
住
民
は
精
神
的
被
害
を
被
っ

た
と
し
、
損
害
賠
償
も
認
め
た
。

法令相談室から


